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体育館
体育館の鉄骨がようやく立ち始め、外観が予想できる程度まで建設が進みました。やはり大きいですね。

早くできあがるといいですね。６年生は完成後体育ができなくてごめんなさい！

雪と氷 冬のスポーツの祭典
ソチ・オリンピックが、厳戒態勢の中、間もなく開催されます。日本選手団に活躍してほしいですね。

しばらく私は、寝不足状態が続きそうです。ところで、今から１６年前（１９９８年）の年２月１５日（日）。
その日のことを覚えている人はいますか？

そう、あの日。第１８回冬季オリンピック長野大会が開幕し２度目の日曜日。その日の長野県地方は、
前日の夜から降りだした雪も朝にはやみ、曇り空。スピードスケートの清水選手が、1,000ｍで 500ｍの金
メダルに続き２つ目のメダル（銀メダル）を、さらに、白馬で行われたジャンプ競技（ラージヒル）では、
「立て立て、立ってくれ！」の原田選手が銅メダル、エース船木選手が札幌大会以来の金メダルを獲得し、
日本中が沸き立っていた日です。

なぜ私が１６年も前のことを、こんなにはっきりと記憶しているのか。それは、私が素晴らしい記憶力
の持ち主でも、１６年前の新聞を後生大事に保管しているわけでもありません。それはネ。私はその日、
長野県にいたから（エヘン！ちょっと自慢です）なのです。清水選手の活躍したエムウェーブと同じ長野
市内でほんの数 kmしか離れていない場所にです。

私がいた場所は、ビッグ・ハットと呼ばれているアイスホッケー会場でした。そこで、アイスホッケー
決勝リーグ「ロシア対フィンランド」戦を友人たちと共に観戦していました。フィンランドのＴ．セラニ
の切れ味鋭いテクニック、ロシアンロケットの異名を持つＰ．ブレのスケーティングなど、本当に見に来
て良かった！！！。もちろん、生でオリンピックを観戦するのは、生まれて初めての経験でした。観戦の
喜びと一流選手の素晴らしいプレーに、普段は冷静沈着な私も、テンションがもうこれ以上あがらないと
いう状態になってしまいました。

そのため、この日のことはバッチリ覚えているわけ（簡単に言えば、修学旅行の児童と同じ）です。そ
こで分かることは、「本物を体験する素晴らしさ」「本物を体験する素晴らしさ」「本物を体験する素晴らしさ」「本物を体験する素晴らしさ」ではないでしょうか。以前にもこのスクラムに書いたか
もしれませんが、机と黒板、本やテレビからばかり学んでいたのでは駄目なのです。まさに「百聞は一見
に如かず」なのです。

特にＴＶゲームなどバーチャルな世界（疑似体験）に住んでいる現在の子どもにとって、本物を体験す
ることは私たちの世代以上に大切なことだと思います。しかし、学校教育の範囲ではおのずと限界もあり
ます。ここは、御家庭の協力なくしては成り立たないかもしれません。昔からよく言うでしょう。「かわい
い子には、旅をさせよ」。どうか、子どもたちにたくさんの体験や経験を積ませるようお願いいたします。

３月の主な学校行事予定 少し早いのですが、年度末ですので！
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※卒業式の練習及び予行練習は、今市文化会館で行います。


